
東北で初の開催へ
６
月
15
日
に
国
際
開
発
学
会

研
究
者
ら
数

百
人
が
参
加 

市
民
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
陸前高田

陸前高田グローバルキャンパスで６月に「国際開発学会」
春季大会が開かれる

　
陸
前
高
田
市
米
崎
町
の
交
流
・
研
究
施
設
「
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
旧
米
崎
中
）

で
６
月
15
日
（
土
）、「
国
際
開
発
学
会
」
の
春
季
大
会
が
開
か
れ
る
。
国
際
開
発
を
専
門
と
す
る
全

国
の
研
究
者
、
大
学
院
生
ら
数
百
人
が
一
堂
に
会
す
る
場
と
し
て
30
年
の
歴
史
を
誇
る
同
学
会
が
、

大
学
が
な
い
地
域
で
大
会
を
開
く
の
は
極
め
て
異
例
で
、
東
北
地
方
で
は
初
め
て
と
な
る
。
今
回
は

研
究
発
表
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
た
学
会
員
に
対
し
て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
現

状
を
発
信
す
る
機
会
に
も
す
る
。
同
14
日
（
金
）
に
は
市
民
も
学
べ
る
前
夜
祭
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、

地
元
の
高
校
生
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
も
当
事
者
と
し
て
か
か
わ
れ
る

よ
う
工
夫
さ
れ
る
。

　
国
際
開
発
学
会
は
、経
済
学
、

経
営
学
、
政
治
学
、
社
会
学
、

文
化
人
類
学
、
農
学
、
工
学
、

医
学
な
ど
、
従
来
な
ら
ば
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
発
展
さ
せ
て
き

た
開
発
問
題
に
関
す
る
知
識
、

経
験
体
系
を
集
約
し
、
横
断
的

に
政
策
研
究
を
行
う
た
め
平
成

２
年
に
発
足
。活
動
を
通
じ
て
、

開
発
研
究
と
開
発
協
力
に
従
事

す
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て

お
り
、
会
員
は
１
６
０
０
人
を

超
え
る
。

　
20
回
目
を
迎
え
る
今
大
会

は
、「
被
災
地
の
〈
い
ま
〉
か

ら
開
発
を
問
う
」
と
題
し
て
開

催
。
学
会
創
設
30
周
年
を
記
念

す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
か
ら

新
た
な
国
際
開
発
の
あ
り
方
を

考
え
る
特
別
な
大
会
と
位
置
付

け
ら
れ
る
。

　
陸
前
高
田
市
が
会
場
に
選
ば

れ
た
の
は
、
大
会
組
織
委
員
長

で
あ
る
東
京
大
学
東
洋
文
化
研

究
所
の
佐
藤
仁
教
授
が
、
震
災

後
に
日
米
の
学
生
を
引
率
し
て

何
度
か
同
市
へ
通
っ
て
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
。
同
学
会
長
で

あ
る
山
形
辰
史
教
授
（
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
）
が
本
県

出
身
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学

会
を
あ
げ
て
今
回
の
企
画
を
後

押
し
し
て
い
る
と
い
う
。

　
佐
藤
教
授
は
、「
過
去
の
大
会

で
は
会
員
数
が
多
い
大
学
が
開

催
校
を
引
き
受
け
て
き
た
が
、

会
員
が
少
な
か
っ
た
り
、
大
学

自
体
が
な
い
地
域
で
の
開
催
が

難
し
い
と
い
う
現
状
の
運
営
方

法
を
見
直
す
う
え
で
も
、
被
災

地
を
会
場
に
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

　
さ
ら
に
、「
国
際
開
発
学
会

は
主
に
途
上
国
を
対
象
に
し
て

い
る
が
、
個
人
的
に
は
日
本
国

内
に
今
あ
る
問
題
に
つ
い
て
も

も
っ
と
議
論
す
べ
き
と
考
え
て

い
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
会

員
に
被
災
地
の
現
状
を
見
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
」
と

し
、
大
会
翌
日
に
は
同
市
の
一

般
社
団
法
人
マ
ル
ゴ
ト
陸
前
高

田
に
よ
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
も

盛
り
込
ん
だ
。

　
高
田
町
の
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
前
夜
祭
で

は
、
県
立
高
田
高
生
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
表
の
ほ

か
、「
見
て
び
っ
く
り
、
世
界

の
国
と
街
」
と
銘
打
ち
、
民
族

衣
装
を
身
に
着
け
た
学
会
員
が

世
界
の
写
真
を
交
え
な
が
ら
そ

の
知
ら
れ
ざ
る
世
界
を
紹
介
す

る
な
ど
、
市
民
が
楽
し
め
る
催

し
を
計
画
す
る
。

　
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
、

会
員
た
ち
が
同
校
生
を
対
象
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
、
国
連
全
加
盟
国
が
採
択
し

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に

ま
つ
わ
る
講
義
を
行
う
な
ど
、

次
代
を
担
う
若
者
や
地
域
側
に

と
っ
て
も
実
り
多
い
場
に
し
た

い
考
え
だ
。

　
15
日
の
本
大
会
で
は
、
震
災

復
興
に
関
す
る
多
く
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
加
え
、
戸
羽
太
市
長
と

と
も
に
「
陸
前
高
田
と
ア
ジ
ア

を
つ
な
ぐ
復
興
経
験
」
と
い
う

共
通
論
題
に
よ
る
討
論
会
も
開

催
。
市
民
も
無
料
で
参
加
で
き

る
こ
と
か
ら
、佐
藤
教
授
は「
地

元
の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
場
と

し
て
、
一
つ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に

し
た
い
」
と
し
、
気
軽
な
来
場

を
呼
び
か
け
る
。

　
春
季
大
会
に
関
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
詳
細
情
報
は
、
国

際
開
発
学
会
「
第
20
回
春
季
大

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」（https://

team
rikutaka2019.w

ixsi
te.com

/rikutaka2019

）
で

も
確
認
で
き
る
。
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